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広　報

しんおんせん

浜坂中学校と夢が丘中学校の 2年生による社会体験学習「トライやる・ウィーク」が 9月
14日（月）から５日間開催され、生徒たちは学校では体験することのできない “働くこと
の重要さ ”を学びました。オカ生花店では、夢が丘中学校の中村里実さん、中野桃花さん
の 2人が体験に訪れ、花の世話や店内の清掃、彼岸用の小菊のセット作りに挑戦しました。
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10 月号の主な内容

海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐安らぎと憩いの空間　新温泉町‐
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拠
点
と
し
て
こ
の
施
設
を
活
用
し
、
世

界
ジ
オ
パ
ー
ク
へ
の
登
録
に
向
け
て
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
山
陰
海
岸
ジ

オ
パ
ー
ク
を
Ｐ
Ｒ
し
た
ビ
デ
オ
の
記
念

上
映
会
や
谷
本
勇
ジ
オ
パ
ー
ク
調
査
専

門
員
に
よ
る
館
内
の
説
明
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

ジ
オ
パ
ー
ク
館
と
は
？

　

ジ
オ
パ
ー
ク
館
は
、
浜
坂
海
岸
の
優

れ
た
地
質
遺
産
や
自
然
環
境
を
活
か
し

て
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
学
習
及

び
普
及
活
動
の
場
を
提
供
し
、も
っ
て
、

自
然
資
源
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
設
置
し
ま
し
た
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
館
に
は
、
グ
ル
ー
プ

学
習
に
使
用
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ル
の
ほ
か
、
ジ
オ
パ
ー
ク
ス
ト
ー

リ
ー
、
ジ
オ
サ
イ
ト
、
ジ
オ
企
画
、
ジ

オ
ツ
ア
ー
、
ジ
オ
文
化
コ
ー
ナ
ー
な
ど
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山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
拠
点
施
設
と
し
て
、
本
町
が
整
備
を
進
め
て
き
た

「
新
温
泉
町
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
」
が
完
成
し
、
９
月
14
日
（
月
）
関
係
者
約
40

人
が
出
席
し
、
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 
新
温
泉
町
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
が
オ
ー
プ
ン
！

　

ジ
オ
パ
ー
ク
館
は
、
国
の
「
ま
ち
づ

く
り
交
付
金
事
業
」
を
活
用
し
、
休
館

と
な
っ
て
い
た
「
マ
リ
ン
ポ
ー
チ
」
を
、

平
成
21
年
６
月
か
ら
改
修
を
進
め
、
こ

の
た
び
完
成
し
ま
し
た
。

　

竣
工
式
で
は
、
梶
原
康
弘
衆
議
院
議

員
、
谷
公
一
衆
議
院
議
員
を
は
じ
め
、

関
係
者
に
よ
っ
て
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、

馬
場
町
長
は
、「
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の▲テープカットで完成を祝う関係者
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▼
ジ
オ
ツ
ア
ー
情
報
コ
ー
ナ
ー

　

1
府
2
県
、
３
市
（
京
丹
後
市
、
豊

岡
市
、
鳥
取
市
）
3
町
（
香
美
町
、
新

温
泉
町
、
岩
美
町
）
の
観
光
情
報
を
紹

介
し
当
館
で
ジ
オ
パ
ー
ク
エ
リ
ア
の
観

光
地
を
取
っ
て
見
る
事
が
で
き
ま
す
。

▼
ジ
オ
文
化
コ
ー
ナ
ー

　

山
陰
本
線
が
開
通
す
る
ま
で
の
浜
坂

の
物
流
と
北
前
船
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
玄
関
横
に
は
青
下

か
ら
採
取
し
た
玄
武
岩
（
俵
石
）、
獅

子
の
口
の
模
型
、
三
尾
大
島
、
龍
宮
洞

門
の
巨
大
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
、
穴
見
海
岸

の
大
写
真
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

◇
所
在
地　

新
温
泉
町
芦
屋
水
尻

　
　
　
　
（
浜
坂
県
民
サ
ン
ビ
ー
チ
内
）

◇
開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

◇
休
館
日　

毎
週
火
曜
日

　
　
　
　
　
（
た
だ
し
臨
時
休
館
あ
り
）

◇
入
館
料　

無
料

◇
駐
車
場　

６
台

▼
問
い
合
わ
せ

　

新
温
泉
町
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
２
２
２

　

商
工
観
光
課　

観
光
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
５

テ
ー
マ
別
に
５
つ
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り

ま
す
。
ジ
オ
企
画
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
周

期
的
に
展
示
を
変
え
、
山
陰
海
岸
の
地

質
遺
産
と
そ
こ
に
生
き
る
人
と
文
化
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
展
示
物
の
多
く
は
、
当
館
を

支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
で
収
集

展
示
し
た
も
の
で
、
可
能
な
限
り
手
に

触
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
目
の
前
に
広
が
る
日
本
海

を
感
じ
な
が
ら
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

の
世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ
別
の
５
つ
の
コ
ー
ナ
ー

▼
ジ
オ
パ
ー
ク
ス
ト
ー
リ
コ
ー
ナ
ー

　

大
陸
か
ら
離
れ
て
日
本
海
の
で
き
る

ま
で
の
詳
細
を
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
て
い

ま
す
。
ま
た
エ
リ
ア
内
か
ら
採
取
し
た

岩
石
（
砂
岩
、
花
崗
岩
、
安
山
岩
、
流

紋
岩
な
ど
）
を
実
際
に
手
に
触
れ
て
い

た
だ
き
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
ジ
オ
サ
イ
ト
コ
ー
ナ
ー

　

ジ
オ
パ
ー
ク
エ
リ
ア
内
の
ス
ポ
ッ
ト

を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

▼
ジ
オ
企
画
コ
ー
ナ
ー

　

周
期
的
に
ジ
オ
パ
ー
ク
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
10
月

は
、
エ
リ
ア
内
で
採
取
し
た
化
石
を
展

示
し
て
い
ま
す
。
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新温泉町山陰海岸ジオパーク館

浜
坂
県
民
サ
ン
ビ
ー
チ
を
は
じ
め
、
田

井
ノ
浜
、
琴
引
浜
（
京
丹
後
市
）
な
ど

12
種
類
の
砂
を
実
際
に
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。（
写
真
右
上
）

山陰海岸を望む開放的な館内には、美しい山陰海岸
の写真やジオパークを紹介するパネルを展示してい
ます。（写真上）

展示コーナーには、ジオサイト「獅子の口」を模し
た巨大地質模型や、エリア内のジオサイトから採取
した玄武岩や安山岩、凝灰岩など 50 個の多種多様
な岩石を展示しています。（写真右下）
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平
成
20
年
度
決
算
報
告

　

財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

普
通
会
計
の
平
成
20
年
度
決
算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
歳
入
・
歳
出
別
内
訳
は
次
の

と
お
り
で
す
。
歳
入
総
額
は
89
億
８
７
６
２
万
円
（
対
前
年
度
比
90
・
２
％
）、
歳
出
総
額

は
88
億
５
０
３
４
万
円
（
対
前
年
度
比
89
・
３
％
）
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
総
額
か
ら
歳
出

総
額
を
控
除
し
た
も
の
か
ら
翌
年
度
繰
越
財
源
（
１
億
４
４
８
万
円
）
を
控
除
し
た
結
果
、

３
２
８
０
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

地方交付税
44億 4,981 万円
49.5％

町税
15億 8,739 万円
17.7％

普通会計

歳入
89 億 8,762 万円

普通会計

歳出
88 億 5,034 万円

普通建設事業費
6億 2,445 万円
7.1％

物件費
12億 4,996 万円
14.1％

人件費
17億 9,073万円
20.2％

町債
6億 1,619 万円
6.9％

県支出金
5億 5,467 万円
6.2％

分担金及び負担金
927 万円
0.1％

使用料及び手数料
3億 7,841 万円
4.2％

国庫支出金
3億 9,669 万円
4.4％

諸収入
4億 144 万円
4.5％

繰入金
6,768 万円
0.7％
財産収入・寄付金
8,855 万円
1.0％

維持補修費
5,507 万円
0.6％

補助費等
12億 5,778 万円
14.2％

扶助費
5億 4,374 万円
6.2％

公債費
16億 4,169 万円
18.6％

積立金
2,938 万円
0.3％

投資及び出資金、貸付金
3億 4,586 万円
3.9％

災害復旧事業費
2,412 万円
0.3％

譲与税・交付金
4億 63万円
4.4％

※普通会計とは、地方財政統計上統一的に用いられる会計区分。個々の地方公
共団体ごとの財政比較や統一的な掌握を行うための会計区分。

繰出金
12億 8,756 万円
14.5％

繰越金
3,689 万円
0.4％

平
成
20
年
度
歳
入
歳
出
の
概
要

【
歳
入
】

　

平
成
20
年
度
の
景
気
悪
化
の
影

響
に
よ
り
、
町
税
は
、
前
年
比
較
で

３
１
０
５
万
円
（
△
1.9
％
）
の
減
収
と

な
り
ま
し
た
。
地
方
交
付
税
全
体
で

は
、
対
前
年
度
比
２
億
４
７
９
７
万
円

（
5.9
％
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

国･

県
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
ま
ち
づ
く

り
交
付
金
事
業
の
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業
、
支
所
移
転
事
業
、
温
泉
小

学
校
改
築
事
業
等
大
規
模
事
業
が
終
了

し
た
こ
と
に
伴
い
、
国
県
支
出
金
が
大

幅
な
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
繰
入
金
は
、

財
政
調
整
基
金
繰
入
３
７
０
０
万
円
、

宅
地
造
成
事
業
特
別
会
計
か
ら
の
繰
入

金
６
３
２
万
円
、
老
人
健
康
保
健
事
業

特
別
会
計
繰
入
金
１
７
６
０
万
円
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。
地
方
債
は
、
発
行
を

最
小
限
と
し
６
億
１
６
１
８
万
円
（
対

前
年
比
８
億
８
８
９
７
万
円
減
）
と
な

り
ま
し
た
。

　

以
上
の
結
果
、
歳
入
全
体
で
は
平
成

19
年
度
に
比
べ
て
９
億
８
０
９
３
万
円

の
減
（
対
前
年
度
比
△
9.8
％
）
と
な
り

ま
し
た
。

【
歳
出
】

　

歳
出
の
う
ち
義
務
的
経
費
の
中

で
、
人
件
費
は
勧
奨
退
職
の
実
施
や

欠
員
不
補
充
に
よ
り
職
員
数
7
名
減
、

６
０
４
９
万
円
の
減
（
△
3.3
％
）
と

な
り
ま
し
た
。
扶
助
費
は
４
９
４
万
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年度区分 経常収支
比率

公債費
比率

起債制限
比率

実質公債費
比率

財政力
指数

実質収支
比率

平成 20年度 94.1 17.4 13.9 18.8 0.330 0.6
平成 19年度 94.2 17.8 14.7 18.3 0.325 0.6

会　　計　　名 歳入総額（A） 歳出総額（B）（A）－（B） 翌年度に繰り
越すべき財源 実質収支

一般会計 9,145,839 9,034,212 111,627 104,478 7,149
国民健康保険事業特別会計（事業勘定） 1,756,712 1,722,843 33,869 0 33,869
国民健康保険事業特別会計（照診施設勘定） 39,418 39,418 0 0 0
国民健康保険事業特別会計（八診施設勘定） 39,555 39,555 0 0 0
国民健康保険事業特別会計（歯科診施設勘定） 62,830 62,830 0 0 0
老人保健事業特別会計 202,654 202,654 0 0 0
介護保険事業特別会計 1,250,363 1,237,941 12,422 0 12,422
後期高齢者医療特別会計 182,057 178,250 3,807 0 3,807
浜坂地区残土処分場事業特別会計 71,799 55,603 16,196 0 16,196
温泉地区残土処分場事業特別会計 32,911 24,744 8,167 0 8,167
宅地造成事業特別会計 6,328 6,326 2 0 2
コミュニティ ･プラント事業特別会計 117,362 116,069 1,293 0 1,293
簡易水道事業特別会計 28,924 22,031 6,893 0 6,893
七釜温泉配湯事業特別会計 16,433 11,790 4,643 0 4,643
下水道事業特別会計 997,024 993,253 3,771 0 3,771

用語解説

経常収支比率　町税、地方交付税を中心と
する経常一般財源が、人件費、扶助費、公
債費のような義務的経費にどの程度消費さ
れているかによって、財政構造の弾力性を
判断するもの。
公債費比率　公債費（町債の元利償還に必
要な経費）に充当された一般財源の一般財
源総額に占める割合。
起債制限比率　地方債の許可制限に係る指
標として地方債許可方針に規定されたもの。
20％以上なら起債制限が適用される。
実質公債費比率　地方債の許可制度が協
議制度に移行したことに伴う新たな指標。
25％以上 35％未満の団体は一部起債の制限
を受け、35％以上の団体は大幅な起債制限
を受ける。
財政力指数　地方交付税法の規定により算
出された数値の過去３ヵ年の平均値で、財
源の余裕度を判断するもの。
実質収支比率　標準財政規模に対する実質
収支額の割合をいう。
※標準財政規模とは、地方公共団体の一般財
源の標準規模を示したもので、通常水準の
行政活動を行う上に必要な一般財源の総量
をいう。

※経常収支比率、公債費比率、起債制限比率、
実質公債費比率は低い方が良いが、実質収
支比率、財政力指数は大きい方が良い。

（一般会計及び特別会計） （単位：千円）

会　計　名
収益収支 資本収支

収入 支出 収入 支出
浜坂温泉配湯事業会計 45,410 40,674 1,445 2,441
水道事業会計 271,715 310,765 1,636 110,846
公立浜坂病院事業会計 1,197,170 1,361,105 188,260 188,098

（企業会計） （単位：千円）

◆財政構造 （単位：％）

【分析】経常収支比率は、94.1％で前年度対比 0.1％改善されました。
その要因は、公債費及び繰出金充当経常一般財源が大幅に増加したも
のの、普通交付税の増加や行政改革に伴う人件費、物件費、補助費な
どの削減により、経常収支比率が下降しました。
　また、実質公債費比率は、当該年度を含めて３ヵ年の平均値である
ことから、平成 20年度までの３ヵ年平均数値は 18.8％となり、平成
19年度までの平均数値から 0.5％上昇しました。本町の財政構造は地
方公共団体財政健全化法での早期健全化基準の 25％を下回っており、
財政的には健全な状態であるといえます。しかし、今後も最少の経費
で最大の効果が発揮できるよう、歳出の削減に努めます。

円
の
減
（
△
0.9
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

公
債
費
に
つ
い
て
は
、
対
前
年
度
比

６
０
９
７
万
円
の
増
（
3.9
％
）
と
な
り

ま
し
た
。
義
務
的
経
費
全
体
と
し
て
は

対
前
年
度
比
0.1
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
投
資
的
経
費
は
、
対
前
年

度
比
10
億
３
３
０
０
万
円
の
減
（
△

61
・
４
％
）
と
大
幅
な
減
少
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

建
設
事
業
、
多
目
的
公
園
整
備
事
業
な

ど
大
規
模
事
業
が
減
と
な
り
、
一
方

で
七
釜
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
改
修
事

業
、
幼
保
一
元
化
事
業
、
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
購
入
な
ど
比
較
的
規
模
の
小
さ

い
事
業
を
実
施
し
た
こ
と
が
減
額
の
要

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
災
害
復

旧
事
業
費
に
お
い
て
は
、
対
前
年
度
比

較
１
億
３
７
５
０
万
円
の
減
（
△
85
・

１
％
）
と
な
り
ま
し
た
。
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財
政
健
全
化
判
断
比
率
等
の
公
表

　

健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
の
公
表
に
関
す
る
規
定
は
、
平
成
21
年
4

月
1
日
か
ら
全
面
完
全
施
行
さ
れ
て
お
り
、
一
定
基
準
を
超
え
た
団
体
は
、
外
部
監

査
制
度
の
導
入
や
、
財
政
健
全
化
計
画
等
の
策
定
義
務
な
ど
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
と

な
り
、平
成
20
年
度
以
降
の
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
等
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
新
温
泉
町
の
全
て
の
会
計
は
、
早
期
健
全
化
基
準
及
び
経
営
健
全
化
基
準

未
満
で
あ
り
、
財
政
は
健
全
な
状
態
で
す
。

　

健
全
化
法
は
、
地
方
公
共
団
体
（
都

道
府
県
、
市
町
村
及
び
特
別
区
）
の
財

政
状
況
を
客
観
的
に
表
し
、
財
政
の
早

期
健
全
化
や
再
生
の
必
要
性
を
判
断
す

る
た
め
の
も
の
と
し
て
、
以
下
の
４
つ

の
財
政
指
標
を
「
健
全
化
判
断
比
率
」

と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。
地
方
公
共
団

体
は
、
毎
年
度
、
前
年
度
の
決
算
に
基

づ
く
健
全
化
判
断
比
率
を
そ
の
算
定
資

料
と
と
も
に
監
査
委
員
の
審
査
に
付
し

た
上
で
議
会
に
報
告
し
、
公
表
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

健
全
化
判
断
比
率
の
概
要

①
実
質
赤
字
比
率

　

当
該
地
方
公
共
団
体

の
一
般
会
計
等
を
対
象

と
し
た
実
質
赤
字
額
の

標
準
財
政
規
模
（
地
方

公
共
団
体
の
標
準
的
な

状
態
で
通
常
収
入
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
経
常
的
一

般
財
源
の
規
模
を
示
す

も
の
）
に
対
す
る
比
率

で
す
。

　

福
祉
、
教
育
、
ま
ち
づ
く
り
等
を
行

う
地
方
公
共
団
体
の
一
般
会
計
等
の
赤

字
の
程
度
を
指
標
化
し
、
財
政
運
営
の

悪
化
の
度
合
い
を
示
す
指
標
と
も
い
え

ま
す
。

公
債
費
比
率
は
、
起
債
に
協
議
を
要
す

る
団
体
と
許
可
を
要
す
る
団
体
の
判
定

に
用
い
ら
れ
る
地
方
財
政
法
の
実
質
公

債
費
比
率
と
同
じ
で
す
。

※
標
準
財
政
規
模
か
ら
元
利
償
還
金
等

に
係
る
基
準
財
政
需
要
額
算
入
額
を

控
除
し
た
額
（
将
来
負
担
比
率
に
お

い
て
同
じ
）

④
将
来
負
担
比
率　

地
方
公
社
や
損
失

補
償
を
行
っ
て
い
る

出
資
法
人
等
に
係
る

も
の
も
含
め
、
当
該

地
方
公
共
団
体
の
一

般
会
計
等
が
将
来
負

担
す
べ
き
実
質
的
な

負
債
の
標
準
財
政
規

模
を
基
本
と
し
た
額

に
対
す
る
比
率
で
す
。

　

地
方
公
共
団
体
の

一
般
会
計
等
の
借
入

金
（
地
方
債
）
や
将

来
支
払
っ
て
い
く
可

能
性
の
あ
る
負
担
等

の
現
時
点
で
の
残
高

を
指
標
化
し
、
将
来
財
政
を
圧
迫
す
る

可
能
性
の
度
合
い
を
示
す
指
標
と
も
い

え
ま
す
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

公
営
企
業
会
計
を
含
む

当
該
地
方
公
共
団
体
の
全

会
計
を
対
象
と
し
た
実
質

赤
字
額
又
は
資
金
の
不
足

額
の
標
準
財
政
規
模
に
対

す
る
比
率
で
す
。

　

す
べ
て
の
会
計
の
赤
字

や
黒
字
を
合
算
し
、
地
方

公
共
団
体
全
体
と
し
て
の

赤
字
の
程
度
を
指
標
化
し
、
地
方
公
共

団
体
全
体
と
し
て
の
財
政
運
営
の
悪
化

の
度
合
い
を
示
す
指
標
と
も
い
え
ま
す
。

③
実
質
公
債
費
比
率

　

当
該
地
方
公
共
団

体
の
一
般
会
計
等
が

負
担
す
る
元
利
償
還

金
及
び
準
元
利
償
還

金
の
標
準
財
政
規
模

を
基
本
と
し
た
額

※

に

対
す
る
比
率
で
す
。

　

借
入
金
（
地
方
債
）

の
返
済
額
及
び
こ
れ

に
準
じ
る
額
の
大
き
さ

を
指
標
化
し
、
資
金

繰
り
の
程
度
を
示
す

指
標
と
も
い
え
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
財

政
健
全
化
法
の
実
質

実質赤字比率 ＝

一般会計等の
実質赤字額

標準財政規模

連結実質
赤字比率 ＝

連結実質赤字額

標準財政規模

将来負担比率 ＝

将来負担額－（充当可能基金額＋特定財
源見込額＋地方債現在高等に係る基準財
政需要額算入見込額）

標準財政規模－（元利償還金・準元利償還
金に係る基準財政需要額算入額）

実質公債費比率
（３ヵ年平均） ＝

（地方債の元利償還額＋準元利償還額）
－（特定財源＋元利償還金・準元利償還
金に係る基準財政需要額算入額）

標準財政規模－（元利償還金・準元利償
還金に係る基準財政需要額算入額）
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資
金
不
足
比
率
の
概
要

①
資
金
不
足
比
率

　

当
該
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る

公
営
企
業
会
計
ご
と
の
資
金
の
不

足
額
の
事
業
の
規
模
に
対
す
る
比

率
で
す
。

　

公
営
企
業
の
資
金
不
足
を
、
公

営
企
業
の
事
業
規
模
で
あ
る
料
金

収
入
の
規
模
と
比
較
し
て
指
標
化

し
、
経
営
状
態
の
悪
化
の
度
合
い

を
示
す
指
標
と
も
い
え
ま
す
。

地
方
公
共
団
体

実
質
赤
字
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

一般会計 一般会計
等

特別会計

公営事業
会計

一部事務組合・広域連合

地方公社・第三セクター等

※公営企業
　会計ごと
　に算定

資
金
不
足
比
率

用語解説
健全化判断比率　　実質赤字比率、連結実質赤字比率、
実質公債費比率及び将来負担比率の４つの財政指標の
総称。

一般会計等　　地方公共団体財政健全化法における実質
赤字比率の対象となる会計で、地方公共団体の会計
のうち、地方公営事業会計以外のもの。

実質赤字額　　当該年度に属すべき収入と支出との実質
的な差額をみるもので、形式収支から、翌年度に繰
り越すべき継続費逓次繰越や繰越明許費繰越等の財
源を控除した額。

標準財政規模　　地方公共団体の標準的な状態で通常収
入されるであろう経常的一般財源の規模を示すもの
で、標準税収入額等に普通交付税を加算した額。

公営企業（法適用企業・法非適用企業）　　地方公共団
体が経営する企業。

資金の不足額　　公営企業ごとに資金収支の累積不足額
を表すもの。

早期健全化基準　　地方公共団体が、財政収支が不均
衡な状況その他の財政状況が悪化した状況において、
自主的かつ計画的にその財政の健全化を図るべき基
準として定められた数値。

財政再生基準　　地方公共団体が、財政収支の著しい不
均衡等により自主的な財政の健全化を図ることが困
難な状況において、計画的にその財政の健全化を図
るべき基準として定められた数値。

経営健全化基準　　地方公共団体が、自主的かつ計画
的に公営企業の経営の健全化を図るべき基準として、
資金不足比率について定められた数値。

１．健全化判断比率 （単位：％）
健全化判断

比率区分
平成 20 年度

決　算
早期健全化

基　準
財政再生

基　準
実質赤字比率 － 14.37 20
連結実質赤字比率 － 19.37 40
実質公債費比率 18.8 25 35
将来負担比率 167.0 350
※実質赤字額及び連結実質赤字額がない場合は、「－」と
記載しています。

２．資金不足比率 （単位：％）

特別会計の名称 平成 20 年度
決　算

経営健全化
基　準

浜坂温泉配湯事業会計 － 20
水道事業会計 － 20
公立浜坂病院事業会計 － 20
簡易水道事業特別会計 － 20
下水道事業特別会計 － 20
七釜温泉配湯事業特別会計 － 20
宅地造成事業特別会計 － 20
※資金不足が生じない場合は、「－」と記載しています。

資金不足
比率 ＝

資金の不足額

事業の規模

健全化判断比率等の対象となる会計
健全化判断比率等の対象となる会計の範囲を図示すると、以
下のとおりです。

うち
公営企業
会計

３．新温泉町の健全化判断比率及び資金不足比率の状況
　新温泉町の全ての会計は、早期健全化基準及び経営
健全化基準未満であり、財政は健全な状態です。

―問い合わせ―
総務課　財政係

　℡（０７９６）８２‐３１１１
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受
付
・
診
療
時
間
に
つ
い
て

▼
受
付
時
間
は
、
原
則
午
前
８
時
30
分

～
11
時
30
分
で
す
。

※
再
診
は
、
午
前
８
時
か
ら

▼
診
療
科
に
よ
っ
て
は
、
午
後
の
診
察

も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
次
の
時
間

ま
で
に
受
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
整
形
外
科

　

毎
週
火
曜
日
（
午
後
１
時
～
２
時
）

　

毎
週
水
・
木
曜
日
及
び
隔
週
金
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
（
午
後
１
時
～
３
時
）

◇
耳
鼻
咽
喉
科

　

火
、
水
、
木
曜
日

　
　
　
　
　
（
午
後
２
時
～
４
時
30
分
）

※
お
願
い

　

時
間
外
の
受
診
は
必
ず
電
話
で
確
認

の
う
え
、
午
後
９
時
ま
で
に
診
療
が

終
わ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

公
立
浜
坂
病
院

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
１
６
１
１

　

総
合
診
療
部
内
科
で
は
10
月
か
ら
公
立
豊
岡
病
院
の
応
援
を
い
た
だ
き
毎
週
水
曜

日
に
豊
岡
病
院
医
師
に
よ
る
診
察
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
診
療
担
当
が

一
部
変
更
と
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

公
立
浜
坂
病
院
の
外
来
診
療
体
制
の
ご
案
内

◆外来診療担当医表
診療科 月 火 水 木 金

総
合
診
療
部

内
科

一診 松　岡 川　西 豊岡病院
応援医師 松　岡 松　岡

二診
( 予約 ) － 松　岡 松　岡 浅　田 浅　田

外　科 山　田 古　澤 古　澤 山　田 古　澤

整形外科 － 山　本 植　田 植　田 隔　　週
応援医師

耳鼻咽喉科 － 応援医師 応援医師 応援医師 応援医師
（注 1）医師の都合により変更となる場合があります。ご了承ください。
（注 2）内科及び外科で、午後の受診については、必ず電話で確認のうえ、ご
　　　 来院ください。

▼
売
却
物
件

◇
物
件
番
号
１

　

新
温
泉
町
浜
坂
字
本
町
１
２
２
０
番
１

宅
地　

２
３
９
・
91
㎡

◇
物
件
番
号
２

　

新
温
泉
町
浜
坂
字
本
町
１
２
２
０
番
６

宅
地　

１
８
４
・
48
㎡

◇
物
件
番
号
３

　

新
温
泉
町
浜
坂
字
本
町
１
２
２
０
番
４

宅
地　

１
０
６
・
22
㎡

　

町
有
財
産
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、
将
来
的
に
そ
の
利
用
予
定
が
な
い
財
産
に

つ
い
て
、
購
入
希
望
者
を
募
り
、
売
却
し
ま
す
。

町
有
財
産
の
売
払
い
に
つ
い
て

　

新
温
泉
町
浜
坂
字
本
町
１
２
２
０
番
７

宅
地　

71
・
73
㎡

※
倉
庫
物
件
有
り

◇
物
件
番
号
４

　

新
温
泉
町
桐
岡
字
前
原
２
４
８
番
３

宅
地　

３
５
０
・
05
㎡

◇
物
件
番
号
５

　

新
温
泉
町
桐
岡
字
前
原
２
５
０
番
１

雑
種
地　

２
４
９
６
・
40
㎡

▼
売
却
方
法　

一
般
競
争
入
札

物件番号 5
物件番号 4

物件番号 3

物件番号 1
物件番号 2
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国
民
健
康
保
険
出
産
育
児
一
時
金
の
直
接
支
払
制
度

　

10
月
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
出
産
育
児
一
時
金
の
直
接
支
払
制
度
が
始
ま
り
ま
し

た
。
今
年
10
月
以
降
の
出
産
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
受
取
代
理
制
度
は
廃
止
さ
れ
、

国
保
か
ら
医
療
機
関
へ
直
接
支
払
う
こ
と
と
な
る
た
め
、
ま
と
ま
っ
た
出
産
費
用
を

事
前
に
用
意
し
な
く
て
も
よ
く
な
り
ま
す
。（
支
給
額
を
超
え
る
費
用
に
つ
い
て
は

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。）

　

直
接
支
払
制
度
を
利
用
す
る
場
合
の

手
続
き
は
、

①
被
保
険
者
証
を
医
療
機
関
に
提
示
す

る
②
医
療
機
関
等
の
窓
口
に
お
い
て
、
申

請
・
受
取
に
係
る
代
理
契
約
を
締
結

す
る

の
２
点
で
す
。
従
来
の
受
取
代
理
制
度

は
、
①
請
求
用
紙
の
受
取
り
②
請
求
用

紙
に
医
療
機
関
の
同
意
を
得
る
③
受
取

代
理
申
請
を
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

し
た
の
で
、
国
保
窓
口
に
何
度
も
お
越

し
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
出
産
前

の
手
続
き
は
必
要
な
く
な
り
ま
す
。

　

支
給
さ
れ
る
金
額
は
、
従
来
の
38
万

円
が
42
万
円
と
な
り
ま
し
た
。（
産
科

医
療
補
償
制
度
加
入
医
療
機
関
以
外
は

35
万
円
が
39
万
円
）

※
平
成
21
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
23
年

３
月
31
日
ま
で
の
出
産

▼
国
保
窓
口
に
ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
事

①
出
産
予
定
日
が
国
保
加
入
日
か
ら
６

月
未
満
の
方

　

国
保
以
外
の
健
康
保
険
か
ら
出
産
育

児
一
時
金
の
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

②
妊
婦
健
診
な
ど
事
前
に
手
術
や
入
院

療
養
が
必
要
と
分
か
っ
た
場
合

　
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」「
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
認
定
証
」
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

③
出
産
費
用
が
42
万
円
（
産
科
医
療
補

償
制
度
加
入
医
療
機
関
以
外
は
39
万

円
）
未
満
の
方

　

国
民
健
康
保
険
に
て
、
差
額
の
支
給

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

④
（
医
療
機
関
へ
の
）
直
接
支
払
制
度

の
利
用
を
希
望
さ
れ
な
い
方

　

国
民
健
康
保
険
に
て
、
出
産
育
児
一

時
金
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

▼
④
の
出
産
育
児
一
時
金
の
申
請
に
つ

い
て
は

○
医
師
又
は
助
産
師
が
発
行
し
た
出
生

証
明
書
等
、
出
産
の
事
実
を
証
明
す

る
書
類

○
医
療
機
関
等
か
ら
交
付
さ
れ
る
合
意

文
書
の
写
し

○
医
療
機
関
等
か
ら
交
付
さ
れ
る
出
産

費
用
の
領
収
・
明
細
書
の
写
し

○
被
保
険
者
証

▼
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
２

　

温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１
㈹

▼
入
札
日
時

　

平
成
21
年
10
月
21
日
（
水
）

　

午
前
９
時

▼
入
札
場
所

　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
階　

会
議
室

▼
最
低
売
却
価
格

◇
物
件
番
号
１
～
３　

非
公
表

◇
物
件
番
号
４　

３
２
０
万
円

◇
物
件
番
号
５　

１
，
７
９
０
万
円

▼
参
加
申
込
み
期
限

　

平
成
21
年
10
月
20
日
（
火
）

　

午
後
１
時
ま
で

▼
入
札
保
証
金
に
関
す
る
事
項

　

入
札
金
額
の
１
０
０
分
の
５
以
上
を

入
札
日
の
前
日
の
午
後
１
時
ま
で
に
役

場
出
納
室
へ
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

　

契
約
条
項
等
、
詳
し
く
は
10
月
８
日

（
木
）
～
20
日
（
火
）
午
前
９
時
～
午

後
４
時
ま
で
の
間
（
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
）、
総
務
課
管
財
係
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

管
財
係　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
１
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身
近
な
と
こ
ろ
で
、
ぜ
ひ
人
権
学
習
の
機
会
を 

 　

ア
ニ
メ
ド
ラ
マ
「
わ
す
れ
る
も
ん
か
！
」
人
権
学
習
会
を
開
催

　

８
月
の
「
差
別
を
な
く
し
人
権
文
化
を
す
す
め
る
町
民
運
動
」
推
進
強
調
月
間
中

に
８
地
区
・
１
団
体
を
対
象
に
人
権
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
学
習
会
で
は
、
障

が
い
問
題
等
を
テ
ー
マ
と
し
た
人
権
啓
発
ア
ニ
メ
「
わ
す
れ
る
も
ん
か
！
」
を
上
映

し
、
子
ど
も
57
人
を
含
む
３
４
９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
も
身
近
な
地
域
で
、
人
権
学
習
会
の
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。
人
権
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

※
各
種
ビ
デ
オ
上
映
、
講
師
・
助
言
者
の
派
遣
、
ビ
デ
オ
の
貸
出
（
同
和
・
子
ど
も
・

高
齢
者
・
障
が
い
・
男
女
各
種
）【
無
料
】
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
わ
す
れ
る
も
ん
か
！
」
上
映

学
習
会
の
感
想
・
意
見
等 

　
　
　
　
　
　
（
一
部
抜
粋
）

●
ど
の
よ
う
な
障
が
い
を
抱
え
て
い
る

人
で
も
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
過
去
を

持
っ
て
い
る
方
で
も
、
真
正
面
か
ら

対
応
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
特
別

扱
い
し
な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
や
は
り
無
関
心
に
な
る

こ
と
が
一
番
良
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

●
人
権
学
習
に
参
加
し
、「
わ
す
れ
る

も
ん
か
」
の
ビ
デ
オ
を
鑑
賞
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
鑑
賞
し
て
身
体

が
不
自
由
な
方
へ
の
人
権
に
つ
い

て
、
非
常
に
大
切
な
思
い
を
今
一
度

思
い
直
し
ま
し
た
。
た
い
へ
ん
良
い

作
品
を
鑑
賞
い
た
し
ま
し
た
。

●
い
つ
も
の
事
で
す
が
、
良
い
ビ
デ
オ

良
い
お
話
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
感
動

し
て
い
ま
す
。年
に
一
度
と
言
わ
ず
、

で
き
れ
ば
２
回
程
度
学
習
会
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
幼
児
教
育
の
大
切
さ
を
知
ら
せ
て
い

た
だ
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

●
と
て
も
わ
か
り
や
す
い
内
容
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
人
に
対
し
て
あ
り

が
と
う
の
気
持
ち
を
も
つ
、
自
分
に

さ
れ
て
嫌
だ
と
思
う
こ
と
は
他
人
に

は
し
な
い
。
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
し
た
。
日
々
の
中
に
こ
う

い
う
人
権
の
学
習
会
を
受
け
る
こ
と

で
、
人
と
し
て
大
切
な
こ
と
を
思
い

出
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
良
い
機
会
で

し
た
。

●
障
が
い
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
、
世

間
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
が
、
健
常
者
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
と
い
う
事

を
学
ん
だ
。
障
が
い
者
と
一
緒
に
行

動
す
る
中
で
、
健
常
者
も
違
っ
た
視

線
考
え
が
学
べ
て
い
く
事
を
感
じ
た
。

●
せ
か
せ
か
と
生
活
し
て
い
た
自
分
の

心
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
少
し
余
裕
を
持
っ
て
お
お
ら
か

に
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

●
や
は
り
、
ど
ん
な
場
合
で
も
相
手
の

立
場
に
な
っ
て
、
も
し
も
自
分
だ
っ

た
ら
…
と
思
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。

●
嬉
し
か
っ
た
こ
と
、
楽
し
か
っ
た
こ

と
は
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
を
バ
ネ
に
今
日
の
ビ
デ
オ
の
よ

う
に
と
い
う
気
持
ち
で
、
つ
ら
い
こ

と
が
あ
っ
て
も
が
ん
ば
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
良
か
っ

た
で
す
。

●
人
権
学
習
会
初
め
て
参
加
し
ま
し

た
。
今
日
の
ア
ニ
メ
で
子
ど
も
た
ち

に
も
説
明
す
る
こ
と
な
く
差
別
の
事

を
感
じ
た
と
思
い
ま
す
。
大
変
有
意

義
な
会
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

文
化
会
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
３
２
８
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本
年
の
宇
野
雪
村
賞
・
文
部
科
学
大

臣
賞
に
は
、
田
村
公
恵
さ
ん
（
西
宮

市
）
の
作
品
「
泉
」
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
作
品
は
全
国
各
地
か
ら
、
一
般
の

部
１
０
５
２
点
、
学
生
の
部
３
８
８
点

の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
第
10
回
記
念
の
た
め
、
本
町

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
海
・
山
・
温

泉　

人
が
輝
く　

夢
と
温
も
り
の
郷
」

か
ら
、「
海
」「
輝
」「
温
」「
泉
」
を

規
定
課
題
と
し
て
い
た
も
の
で
す
。
審

査
は
、
宇
野
雪
村
先
生
が
二
代
目
会
長

を
務
め
た
奎
星
会
の
最
高
顧
問
で
あ
る

稲
村
雲
洞
先
生
を
は
じ
め
、
同
会
の
役

員
４
人
が
行
い
ま
し

た
。

　

大
賞
を
受
賞
し
た

田
村
さ
ん
の
作
品
に

対
し
て
、
審
査
員
の

菅
野
清
峯
先
生
は

「
白
を
生
か
し
、
紙

面
に
が
っ
ち
り
し
た

造
形
を
写
実
に
表
現

し
き
っ
た
見
事
な
作

品
で
、
書
の
古
典
の

学
習
で
鍛
え
た
、
深

く
ゆ
る
ぎ
な
い
線
質

　

郷
土
の
先
人
で
書
家
の
宇
野
雪
村
先
生
の
遺
徳
を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
書
道
の

普
及
を
図
る
た
め
に
実
施
し
て
い
る
、
第
10
回
記
念
「
宇
野
雪
村
賞
」
全
国
書
道
展

の
審
査
会
を
９
月
19
日
（
土
）、
20
日
（
日
）
に
新
温
泉
町
内
で
開
催
し
、
入
賞
作

品
を
決
定
し
ま
し
た
。

が
こ
の
作
品
を
高
い
境
地
に
仕
上
げ
て

い
る
」
と
評
価
し
ま
し
た
。

※
宇
野
雪
村
賞
・
文
部
科
学
大
臣
賞
以

　

外
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

一
般
の
部

★
奎
星
賞

石
黒
幸
栄（
福
井
県
）、田
中
美
恵
子（
神

奈
川
県
）、
丹
木
恵
香
（
広
島
県
）

★
兵
庫
県
教
育
長
賞

村
上
美
香
（
宍
粟
市
）、衣
川
祐
華
（
神

戸
市
）、
小
島
伯
舟
（
東
京
都
）

★
新
温
泉
町
長
賞

宮
沢
嶺
彩
（
新
潟
県
）、
佃
清
峰
（
西

脇
市
）、
冨
依
綾
子
（
三
木
市
）

★
新
温
泉
町
教
育
長
賞

清
水
恵
子
（
西
宮
市
）、斉
藤
浩
子
（
広

島
県
）、
春
井
妙
子
（
神
戸
市
）

★
新
温
泉
町
議
会
議
長
賞

竹
内
紫
香
（
長
野
県
）、長
島
毬
果
（
静

岡
県
）、
水
野
博
子
（
大
阪
府
）

★
奎
星
会
会
長
賞

井
上
政
行
（
小
野
市
）、宮
﨑
洋
子
（
島

根
県
）、
幸
前
嘉
代
子
（
神
戸
市
）

学
生
の
部

★
奎
星
賞

新
本
琴
未
（
福
井
県
）、清
水
美
希
（
神

戸
市
）、
佐
々
木
脩
（
広
島
県
）

★
新
温
泉
町
長
賞

西
川
琴
絵
（
北
海
道
）、筒
井
見
先
（
神

戸
市
）、
木
村
徳
子
（
新
潟
県
）

★
新
温
泉
町
教
育
長
賞

髙
郷
祥
世（
三
木
市
）、髙
橋
ち
と
せ（
北

海
道
）、
岸
美
里
（
神
戸
市
）、
岡
本
茉

由
（
愛
媛
県
）、
石
田
佳
奈
（
神
戸
市
）

　

特
別
賞
入
賞
作
品
は
、
浜
坂
会
場
、

東
京
会
場
に
て
展
示
し
ま
す
。

作
品
展

【
浜
坂
会
場
】

▼
と
き　

10
月
25
日（
日
）～
27
日（
火
）

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

【
東
京
会
場
】

▼
と
き　

平
成
22
年
３
月
７
日
（
日
）

　

～
12
日
（
金
）

▼
と
こ
ろ　

東
京
都
美
術
館

宇
野
雪
村
ゆ
か
り
の
地
め
ぐ
り

▼
と
き　

10
月
25
日
（
日
）

　

午
後
３
時
～
（
表
彰
式
終
了
後
）

▼
内
容　

宇
野
雪
村
生
家
跡
、
旧
住
居

跡
、
菩
提
寺
、
雪
村
揮
毫
記
念
碑
め

ぐ
り
な
ど

―

問
い
合
わ
せ―

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０

宇野雪村賞・文部科学大臣賞を受賞した
田村公恵さんの作品『泉』

宇
野
雪
村
賞
・
文
部
科
学
大
臣
賞
に

　
　

田
村
公
恵
さ
ん
（
西
宮
市
）
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▼
住
基
カ
ー
ド
は
、
ど
う
す
れ
ば
取
得

で
き
る
の
？

　

次
の
窓
口
で
申
請
の
受
付
と
交
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

町
民
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
１

　

温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１
㈹
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特
に
お
ス
ス
メ
で
す
。

▼
こ
ん
な
と
き
に
便
利
な
「
写
真
付
き

住
基
カ
ー
ド
」

　

写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
公
的
な
身
分
証
明
書
と
し

て
利
用
で
き
ま
す
。

◇
金
融
機
関
の
窓
口
で
…

・
口
座
の
新
規
開
設

・
10
万
円
を
超
え
る
現
金
振
込

◇
行
政
の
窓
口
で
…

・
戸
籍
の
届
出
や
住
民
票
の
写
し
の
請

求
・
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請

▼
「
住
基
カ
ー
ド
」
と
は
？

　

正
式
な
名
称
を
「
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
」
と
い
い
、
町
が
交
付
す
る
安

全
性
に
優
れ
た
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
す
。
住

基
カ
ー
ド
に
は
、
写
真
付
き
と
写
真
な

し
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
身
分
証
明

書
と
し
て
使
え
る
写
真
付
き
タ
イ
プ
が

　

新
温
泉
町
で
は
、
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー

ド
）
を
無
料
で
交
付
し
て
い
ま
す
。
写
真
付
き
の
住
基
カ
ー
ド
は
公
的
な
身
分
証

明
書
と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
住
基
カ
ー
ド
を
取
得
し
て
く

だ
さ
い
。

こ
ん
な
に
便
利
で
す　

住
基
カ
ー
ド

　

さ
ら
に
、
住
基
カ
ー
ド
を
使
っ
て
、

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
所
得
税
の
確
定
申
告
や
自
動

車
保
有
関
係
手
続
な
ど
の
行
政
手
続
を

行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。（
別
途
、「
公

的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
」
の
手
続
が
必

要
で
す
）

▼
特
に
、
運
転
免
許
証
を
返
納
さ
れ
た

高
齢
者
の
方
に
は
、
身
分
証
明
書
と

し
て
大
変
便
利
！

▼
健
康
保
険
証
よ
り
も
安
全
！

　

住
基
カ
ー
ド
に
は
、
記
録
す
る
情
報

に
偽
造
・
悪
用
を
防
ぐ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

顔
写
真
で
本
人
確
認
も
で
き
ま
す
の

で
、
健
康
保
険
証
よ
り
安
全
な
身
分
証

明
書
で
す
。

担当窓口 役場 町民課、温泉総合支所 住民福祉課

申請に必要
なもの

申請書、印鑑、本人確認書類、写真（縦 4.5cm ×
横 3.5cm：写真付きカードの場合）
※写真は、窓口での撮影も行っています。（無料）

手数料 無料

注意事項
※原則として、ご本人が窓口にお越しいただく必要
があります。
※本庁のみ、申請当日の交付も可能です。

住基カード 運転免許証

手数料 無料
（平成23年3月末まで）

2,550 円
～

4,250 円
（更新時）

有効期間 10 年 ３～５年

▲写真付き住民基本台帳カード
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町政のうごきから
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広報しんおんせん（10月号）

契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　　　模 契約額 ( 円 ) 工　　　　　   期 業　者　名
リフレッシュパーク
ゆむら温泉 100t タ
ンク外部修繕工事

湯 ステンレス鋼板溶接　1式 3,360,000 平成 21年 8月 18日～　平成 21年 9月 30日 フローテック

町道小山奥土井線
道路改良工事 多子 施工延長　L=74m 7,812,000 平成 21年 8月 18日～　平成 21年 12月 25日 ㈲村尾土建

古市ふれあいセン
ター建設工事 古市 木造瓦葺 2階建　1棟

延床面積　A=130.32㎡ 18,322,500 平成 21年 8月 19日～　平成 21年 11月 30日 ㈲岡田工務店

町道井谷線道路
改良工事 井土 施工延長　L=61m

W=4.0m 10,290,000 平成 21年 8月 21日～　平成 22年 1月 29日 ㈲寺谷建設

リフレッシュパーク
ゆむら屋根塗装工事 湯 塗装工　A=487㎡ 4,042,500 平成 21年 8月 26日～　平成 21年 9月 30日 山村建設工業㈲

藤尾ほ場整備工事 藤尾 整備区域面積　A=3.2ha 29,610,000 平成 21年 8月 26日～　平成 22年 3月 25日 ㈱重機建設水田組

町道浜坂中学校線
消雪施設修繕工事 浜坂 消雪施設改修

さく井工　1箇所 6,037,500 平成 21年 8月 27日～　平成 21年 11月 20日 ㈱ヤマグチ

新温泉町ジオパーク
総合案内板等設置工事 町内 総合案内板 3基

ジオサイト説明板 5基 4,074,000 平成 21年 8月 28日～　平成 21年 10月 26日 ㈱大上建設

細田稲負谷線舗装
修繕工事 湯

施工延長　L=164m
舗装修繕工　A=738㎡
電線共同溝　L=16m

7,455,000 平成 21年 8月 28日～　平成 21年 11月 25日 山陰道路㈱

内山蒲生線道路
防護柵修繕工事 越坂 施工延長　L=21m

ガートレール取替　L=311m 3,990,000 平成 21年 8月 29日～　平成 21年 11月 11日 尾﨑建設㈱

赤崎コミュニティ
センターグラウンド
拡張工事

赤崎
建物解体撤去　1式
グラウンド整地　1式
電気設備　1式

16,170,000 平成 21年 8月 31日～　平成 21年 11月 28日 ㈱三島組

岸田前原線舗装新
設工事 岸田 施工延長　L=338m

舗装工　A=1,333㎡ 4,305,000 平成 21年 8月 31日～　平成 21年 11月 13日 ㈲山村工務店

公立浜坂病院屋上
防水工事 二日市 シート防水改修　1式鉄板屋根改修　1式 24,150,000 平成 21年 9月 14日～　平成 21年 10月 31日 オザキ住建㈱

町道浜坂地堂線消
雪施設改良工事 浜坂 消雪施設改良　L=304m

消雪工　220 個 3,360,000 平成 21年 9月 16日～　平成 21年 11月 27日 ㈱田中建設

町道三尾御崎線道
路改良工事 三尾

施工延長　L=19m
土工　1式
ブロック積工　A=74㎡

3,045,000 平成 21年 9月 16日～　平成 21年 11月 13日 ㈱岡坂組

（平成 21年 8月 16日～平成 21年 9月 15日契約分）

「
消
費
生
活
相
談
室
」
が

オ
ー
プ
ン

　

10
月
１
日
か
ら
温
泉
総
合
支
所
住
民

福
祉
課
窓
口
を
「
消
費
生
活
相
談
室
」

と
し
て
皆
さ
ま
か
ら
の
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
消
費
生
活
に
関
す
る
困

り
ご
と
、
借
金
に
関
す
る
悩
み
ご
と
な

ど
、一
人
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

温
泉
総
合
支
所
住
民
福
祉

課
窓
口

▼
相
談
受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

▼
相
談
員　

住
民
福
祉
課
職
員
（
兼

任
）、
専
任
相
談
員

▼
相
談
室
で
は
次
の
よ
う
な
相
談
を
お

受
け
し
ま
す

・ 

訪
問
販
売
、
電
話
で
の
勧
誘
に
よ
る

販
売
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

・ 

携
帯
サ
イ
ト
等
で
の
料
金
の
請
求
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

・ 

金
融
業
者
の
取
立
て
が
怖
い

・ 

家
族
が
借
金
で
困
っ
て
い
る

・ 

弁
護
士
や
司
法
書
士
な
ど
の
専
門
家

に
相
談
し
た
い
が
お
金
が
無
い

▼
問
い
合
わ
せ　

　

温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１
㈹



H18（2006）.4.13

　

加藤文太郎
記念図書館

「１０月のおすすめの本」
ご案内

天国の郵便ポスト
折原みと　著／講談社

愛する妻を亡くして幼い息子を抱え、
立ち直れなかった真人は、やがて人の
やさしさで癒されていく。ある日、愛
犬の死に打ちひしがれる少女の手紙へ
書いた返信が、「天国の郵便ポスト」の
噂となって街へ流れ始めて…。温かな
気持ちに満たされる感動のストーリー。

鳥害・獣害こうして防ぐ
杉田昭栄　他著／農山漁村文化協会

せっかく収穫時期を迎えた作物を、鳥
獣の被害によって台無しにされるのは
くやしいものです。しかし、鳥獣は被
害ばかりでなく、害虫や雑草の種を食
べてくれるなど長年共存してきた面も
あります。創意工夫の防止策を紹介す
るとともに共存の道を考える一冊。

山で死んではいけない。
久保田賢次　他編／山と渓谷社

登山愛好者が増えている現在、社会問
題といえるほどの異常なペｰスで遭難事
故が増えている。なかなか得にくい遭
難についての情報をもとに、あらゆる
事故要因と対策を紹介し、山で事故を
起こさない、山で死なないための『安
全登山宣言』読本。

ぼくのかえりみち
ひがしちから　著／ＢＬ出版

ある日の帰り道、そらくんは決めまし
た。「今日は、この白い線の上を歩い
て帰ろう」途中は、工事中だったり犬
がいたりしてハラハラの連続。はたし
てそらくんは無事に家に帰りつけるで
しょうか？子どもの目線で見ると帰り
道はこんなに新鮮！　　

いそっぷのおはなし
降矢なな　絵／グランまま社

イソップの昔話は、ドキリとする内容
がたくさんあります。「ひつじとおおか
み」、「うさぎとかめ」などおなじみの
お話を、絶妙の再話とユーモアいっぱ
いの絵で表現した、大人も子どもも楽
しめる絵本。

  

特別おはなし会  　　　　    
ぶんちゃんのおはなしポケットのメン
バーと職員による特別おはなし会。絵
本の読み聞かせや大きな紙芝居など
内容は盛りだくさん。

『山のおはなしいろいろ』
◆と 　き　10月24日（土）午後２時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館

おはなし会  　　　　　　    
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。お子さんと一緒に
参加しませんか。

『大阪うまいもんのうた』他
◆と 　き　11月14日（土）午後２時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館

休館日のお知らせ　　　　      

【開館時間】
月～金曜日　午前 10時～午後 6時
土・日曜日　午前 10時～午後 5時

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（10月号） 14

11 月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

10 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

は休館日
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H21（2009）.10.8

広報しんおんせん（10月号）

　

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
⑦

新
温
泉
町
長
選
挙
及
び
新
温
泉
町
議
会
議
員
選
挙

投
票
日　

11
月
８
日
（
日
）　

投
票
時
間　

午
前
７
時
～
午
後
８
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
部
、
午
後
６
時
ま
で
の
投
票
所
あ
り
）

期
日
前
投
票

　

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー

な
ど
で
投
票
所
に
行
け
な
い
方
は
、
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

▼
期
日
前
投
票
所

◇
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設
、

町
民
セ
ン
タ
ー

◇
期
間　

11
月
４
日（
水
）～
７
日（
土
）

◇
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

不
在
者
投
票

　

町
外
や
施
設
に
長
期
滞
在
し
て
い
る

方
は
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

▼
投
票
の
方
法

◇
請
求　

投
票
用
紙
の
請
求
を
選
挙
管

理
委
員
会
に
行
い
ま
す
（
告
示
よ
り

前
に
請
求
は
可
能
で
す
）

◇
発
送　

11
月
１
日
（
日
）
～

　

請
求
書
に
記
載
の
住
所
に
投
票
用
紙

他
一
式
を
送
り
ま
す
。

◇
場
所　

滞
在
地
の
最
寄
り
の
市
区
町

村
選
挙
管
理
委
員
会
（
市
区
役
所
、

町
村
役
場
等
）

◇
期
間　

11
月
４
日（
水
）～
７
日（
土
）

◇
時
間　

当
該
選
挙
管
理
委
員
会
の
勤

務
時
間
内

※
11
月
４
日
ま
で
に
投
票
さ
れ
た
場
合

は
、
投
票
が
無
効
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
病
院
・
施
設
に
入
院
・
入
所
さ
れ
て

い
る
方
は
、
当
該
施
設
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

◇
と
き　

10
月
16
日
（
金
）
午
後
２
時
～

◇
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

◇
そ
の
他　

参
加
は
１
陣
営
２
人
以
内

で
お
願
い
し
ま
す
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て「
明
る
い
選
挙
」

　
「
明
る
い
選
挙
」
と
は
、
投
票
す
る

人
が
、
買
収
な
ど
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
情

実
、
利
害
な
ど
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な

く
、
自
由
な
意
思
で
投
票
し
、
選
挙
が

公
正
に
行
わ
れ
て
、
私
た
ち
の
意
思
が

政
治
に
正
し
く
反
映
さ
れ
る
選
挙
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
国
の
政
治

や
町
政
、
町
の
行
政
が
ど
う
な
っ
て
い

る
か
に
つ
い
て
、
十
分
な
関
心
と
正
し

い
認
識
を
持
ち
、
安
心
し
て
政
治
を
任

せ
ら
れ
る
代
表
者
を
選
び
出
す
「
目
」

を
持
ち
、
貴
重
な
一
票
で
、
積
極
的
に

投
票
に
参
加
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

新
温
泉
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
行
政
係
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
１

▼
作
り
方

①
米
は
洗
っ
て
30
分
以
上
お
く
。

②
さ
つ
ま
い
も
は
皮
ご
と
１
㌢
の
さ
い

の
目
切
り
に
し
、
塩
水
に
つ
け
て
ア

ク
を
抜
く
。

③
①
の
米
に
酒
と
塩
を
入
れ
て
普
通
に

水
加
減
を
し
、
②
の
さ
つ
ま
い
も
を

入
れ
て
炊
く
。

④
器
に
盛
り
、
白
ご
ま
を
ふ
る
。

美
方
郡
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
発
行

「
伝
え
た
い
美
方
郡
ふ
る
さ
と
の
味
」
よ
り

郷
土
食
を
食
べ
て
健
康
に
！

  

★
さ
つ
ま
い
も
ご
飯

◆材料（４人分）
・米・・・・・・3カップ
・塩・・・・小さじ 1と 1/2
・酒・・・・・・大さじ 3
・さつまいも・・・200㌘
・白ごま・・・・・・少々

未来をつくる
あなたの一票大切に
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まちの求人案内
　（常　用） 　（パート） 平成 21年 9月 18日現在

－問い合わせ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

広報しんおんせん（10月号）

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（浜坂地域）

㈱マル海渡辺水産
フロアースタッフ

不問
750～1,000

調理補助 750～1,000
販売店員 750～1,000

㈱マルワ渡辺水産 レジ 不問 720～ 800
特定非営利活動法人　にーず 看護師 不問 1,000

（温泉地域）
㈱寿荘 客室係 不問 750～1,500
㈱たむら 接客及び

厨房補助 不問 750～ 800
医療法人社団良和会
湯村温泉病院

准看護師 不問 1,200～ 1,400
正看護師 1,200～ 1,400

デイサービスきずな 看護師 不問 900
㈲ゆむら観光伯雲亭 旅館手伝い 不問 712～ 800
社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら 看護師 不問 1,000
ケービックス㈱
鳥取事務所

クリーン
クルー 不問 715～ 800

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）

㈱マルワ渡辺水産
鮮魚、惣菜 不問 126～ 149
配送係兼
加工員 59以下 132～ 149

浜美屋食品㈱ 事務員 59以下 145～ 180
㈱マル海渡辺水産 営業 64以下 180～ 300

調理師 不問 150～ 300
たじま農業協同組合 介護支援業務 不問 193
フジコン食品㈱ 計量・包装

作業員 不問 143～ 147

日本精機宝石工業㈱
設計開発

40以下
151～ 201

生産作業・
生産管理 121～ 134

㈱隆栄水産 調理師 不問 270～ 300
㈲福島仏壇店 営業 35以下 143～ 188
特定医療法人杏風会
浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 180～ 215

（温泉地域）

㈱寿荘
客室係

59以下
176～ 220

事務員 130～ 140
フロント 140～ 150

医療法人社団良和会
湯村温泉病院

准看護師 不問 184～ 199
正看護師 182～ 207

㈱みよしや旅館 フロント 61以下 145～ 255
㈱御やどゆもと 客室係 59以下 198
ベジバス 飲食店運営

全般 不問 120～ 260
沢田医院 看護師 40以下 200～ 250
社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら 看護師 59以下 170～ 263

行
政
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

10月21日（水）
午前9時～ 11時30分 町民センター

町内全域を対象

温泉総合支所　振興課
TEL（0796）92-1131㈹

午前9時～ 11時30分 サンシーホール浜坂 総務課　行政係
TEL（0796）82-3111

10月19日（月）～ 25日（日）は「行政相談週間」です。

各種相談のご案内

心
配
ご
と
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

10月21日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター 
「すこやか～に」 町内全域を対象

社会福祉協議会　温泉支部
TEL（0796）92-1866

10月28日（水） 午後1時30分～ 4時 役場 社会福祉協議会　浜坂支部
TEL（0796）82-1071

身
障
相
談

期　日 時　間 場　所 内　容 問い合わせ

10月15日（木） 午後1時30分～ 3時30分 社会福祉協議会 
浜坂支部（二日市） 浜坂地域を対象 社会福祉協議会　浜坂支部

TEL（0796）82-1071

10月21日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター 
「すこやか～に」 温泉地域を対象 社会福祉協議会　温泉支部

TEL（0796）92-1866
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農
業
委
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情
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№
44―

畜
産
経
営
者
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
！

広報しんおんせん（10月号）

　

今
回
は
、
今
春
但
馬
農
業
高
校
を
卒
業
後
、
地
元
に
残
り
畜
産
経
営
者
を
目
指
す

倉
田
慎
也
さ
ん
（
切
畑
）
と
高
美
将
太
さ
ん
（
中
辻
）
の
二
人
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

二
人
は
但
馬
農
業
高
校
を
卒
業
後
、

地
元
で
畜
産
の
仕
事
を
し
な
が
ら
、
将

来
畜
産
経
営
者
を
夢
見
て
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
二
人
は
、
同
じ
志
を
持
ち
美
方

郡
で
畜
産
経
営
者
を
目
指
す
35
歳
以
下

の
若
者
で
つ
く
る
「
み
か
た
和
牛
同
志

会
」
に
入
会
し
、
郡
内
の
先
進
農
家
と

と
も
に
畜
産
経
営
、
技
術
研
さ
ん
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

倉
田
さ
ん
は
、
祖
父
を
は
じ
め
家
族

で
但
馬
牛
５
頭
を
飼
育
し
て
お
り
、
そ

の
う
ち
２
頭
の
世
話
を
任
さ
れ
て
い
ま

す
。
将
来
は
、
繁
殖
和
牛
肥
育
一
貫
経

営
を
目
指
し
、
弟
さ
ん
と
と
も
に
繁
殖

和
牛
を
そ
れ
ぞ
れ
20
頭
飼
育
し
、
共
同

で
肥
育
を
し
て
い
く
計
画
で
す
。
自
ら

肥
育
す
る
こ
と
で
、
育
種
価
の
高
い
牛

を
自
家
保
留
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

高
美
さ
ん
は
、
父
、
祖
父
と
と
も
に

10
頭
の
但
馬
牛
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
地
域
の
多
頭
飼
育
農
家
で
研
修

を
受
け
な
が
ら
、
将
来
は
繁
殖
牛
50
頭

規
模
で
の
畜
産
経
営
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
今
一
番
困
っ
て
い
る
こ
と
は
発
情

が
わ
か
ら
な
い
こ
と
。
ポ
ケ
ッ
ト
に
メ

モ
帳
を
入
れ
な
が
ら
、
日
常
の
飼
養
管

理
技
術
の
習
得
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

７
月
30
～
31
日
、
２
人
は
岐
阜
高
山

へ
み
か
た
和
牛
同
志
会
の
視
察
研
修
に

行
き
、
そ
の
時
の
視
察
内
容
や
感
想
を

聞
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

【
Ｊ
Ａ
飛
騨
ミ
ー
ト
】

　

視
察
し
た
30
日
は
、
全
農
肉
牛
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
用
に
肥
育
さ
れ
た
牛
が
出

場
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
特
に
大
半
が

５
等
級
以
上
と
高
い
上
物
率
で
し
た
。

飛
騨
地
方
へ
は
年
間
７
０
０
万
人
の
観

光
客
が
訪
れ
る
こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ａ
飛
騨

ミ
ー
ト
で
は
、
年
間
６
千
頭
を
枝
肉
に

し
て
、
地
元
の
小
売
店
が
６
～
７
割
を

購
入
す
る
よ
う
で
す
。
地
域
に
は
以
前

か
ら
牛
肉
を
消
費
す
る
基
盤
が
あ
っ
た

よ
う
で
す
。
美
方
郡
も
地
場
消
費
を
増

や
す
努
力
が
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

【
岐
阜
県
畜
産
研
究
所
】

　

旧
村
岡
町
で
産
ま
れ
た
但
馬
牛
、「
安

福
号
」
に
よ
っ
て
で
き
た
飛
騨
牛
は
、

１
万
頭
を
目
標
に
増
頭
を
図
っ
て
い
ま

す
。
県
有
種
雄
牛
の
造
成
は
、
５
年
後

育成牛の世話をする倉田さん

を
見
越
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
種
雄
牛

は
、
安
福
の
血
の
濃
さ
で
交
配
牛
を
決

め
、
種
牛
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

安
福
の
系
統
で
あ
る
「
白
清
85
の
３
」

の
後
継
牛
づ
く
り
、
安
福
の
系
統
の
薄

い
も
の
は
体
積
交
流
型
を
基
本
に
造
成

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

安
福
号
の
保
存
さ
れ
て
い
た
精
巣
か

ら
ク
ロ
ー
ン
の
「
安
福
」
が
作
製
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
鼻
紋
は
似
て
い
る
よ
う

で
す
。

【
飛
騨
河
合
飛
騨
牛
繁
殖
セ
ン
タ
ー
】

　

飛
騨
市
河
合
町
は
、
飼
養
農
家
の
高

齢
化
を
見
据
え
、
和
牛
増
頭
の
拠
点
施

設
と
し
て
地
元
の
肥
育
農
家
に
子
牛
を

供
給
す
る
た
め
、
繁
殖
牛
２
０
０
頭
規

模
の
飛
騨
河
合
飛
騨
牛
繁
殖
セ
ン
タ
ー

を
建
設
し
て
い
ま
す
。
生
産
子
牛
を

８
ヵ
月
ま
で
育
成
し
、
相
対
で
管
内
肥

育
農
家
７
戸
へ
供
給
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

倉
田
さ
ん
、
高
美
さ
ん
が
、
次
の
世

代
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
美
方
郡
の
地
場

産
業
、
畜
産
を
支
え
る
一
人
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
６

研修中の高美さん
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湯村八幡神社祭
　9月 14 日（月）、15 日（火）の二日間、湯村温泉街
で八幡神社の例大祭が盛大に行われました。
　14日の夜宮祭では神事のほか、バンドの演奏やよさ
こい踊り、もちまきなど多彩なイベントが行われまし
た。15日には本祭りが行われ、神事の後、みこしや榊台、
子どもたちによる太鼓だんじりなどが温泉街に次々と繰
り出しました。町内では、勇壮なかけ声とともにみこし
と榊台を豪快にぶつけ合う「ぶちかまし」も随所で披露
され、見物客からは歓声が上がっていました。

久谷ざんざか踊り
　9月 15 日（火）久谷八幡神社の例祭が行われ、県の
重要無形民俗文化財に指定されている「ざんざか踊り」
が奉納されました。
　ざんざか踊りは、室町時代から伝わったとされ、現在
は地元住民で組織する「久谷ざんざか踊保存会」（株本
順夫会長）が伝統行事を引き継いでいます。地元の中学
生、高校生８人が「ざんざかざっとう」の掛け声に合わ
せて腰につけた太鼓を打ち鳴らしながら優雅な舞を披露
し、五穀豊穣と家内安全を祈願しました。踊り手たちは
境内で舞を奉納した後、地区内の各家庭を回りました。

但馬“牛まつり”
　本町の特産品「但馬牛」を町内外に広くＰＲする「第
15 回但馬〝牛まつり〟」を 9月 23 日（日）、県立但馬
牧場公園で開催し、町内外から 18,000 人が訪れました。
　会場内では、かつて但馬地域でみられた牛車を使った
毎年恒例の「花嫁行列」や但馬牛をイメージした造形物
パフォーマンスコンテストには、計9グループが参加し、
訪れた観客を楽しませていました。その他にも「但馬ビー
フのステーキ」のテント前には長蛇の列ができ、用意し
ていた 500 食はあっという間に完売しました。

　「敬老の日」を前にした 9月 17日（木）、高齢者の長
寿を祝福するために、町内最高齢者や満 88歳を迎えら
れた方、金婚夫婦を対象に、各家庭を訪問して記念品な
どを贈る敬老祝福事業を実施しました。
　今年、町内で満 88 歳を迎えられた方は 101 名で、
申し込みのあった金婚夫婦 52組にも記念品を贈りまし
た。町内最高齢者で栃谷の山本こよさん（102）宅には、
馬場町長が訪問し、「これからも元気で健やかにお過ご
しください」と激励し、記念品と花束を手渡しました。

敬老祝福事業

H21（2009）.10.8

広報しんおんせん（10月号）
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　　　　　　　１２時間チャリティマラソン

まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

広報しんおんせん（10月号）

　9月 6日（日）、浜坂県民サンビーチ「松の庭」周回コー
スで、「12時間チャリティマラソン」（浜坂走ろう会主催、
中尾知二会長）が開催されました。
　今年で 20回目の開催となるこのマラソンは、これま
でに阪神・淡路大震災の被災地や福祉施設などへ寄付を
行ってきました。今回集まった募金は、8月の台風 9号
で大きな被害を受けた佐用町に寄付されました。

フラワーアレンジメント教室

新温泉町子牛共進会

　「小又川渓谷滝めぐり」（特定非営利活動法人上山高原
エコミュージアム主催）が、9月 6日（日）開催され、
町内をはじめ鳥取県などからも 36人が参加しました。
　参加者らは、まず桂の滝を目指してトチやカツラなど
の巨木が生い茂る山道を自然観察しながら歩きました。
急峻な下り坂をロープにつかまりながら降りると、やが
て苔むした美しい桂の滝が現れ、参加者らは滝を眺めな
がら昼食をとりました。午後は、洞窟の中にあり神秘的
で美しいシワガラの滝までハイキングしました。

小又川渓谷滝めぐり

　「第 3回フラワーアレンジメント教室」（浜坂公民館
主催）が、9月 10 日（木）、浜坂多目的集会施設で開
催されました。
　この教室は、四季折々の草花を用いてフラワーアレン
ジメントを楽しんでもらおうと、町内で花屋を営む杉本
りつゑさんを講師に迎え、6月から月 1回のペースで開
催しています。この日は受講生 13人が参加し、杉本さ
んの指導を受けながら、ピンクのかわいらしいバラや薄
紫色のリンドウ、小さなりんごなどをいけていきました。

　町内の畜産農家が手塩にかけて育てた子牛の出来を競
う「平成21年度新温泉町子牛共進会」が9月 14日（月）、
歌長の美方郡農村総合研修センターで開催されました。
　生後 4～ 8 ヵ月の牛 81 頭が出品され、肉付きや毛
並みなどについて審査を受けました。種牛の部一部の
1等 1席には塩山の山本智明さんの雌牛「ふくにしき」
が選ばれました。一部の最高賞に約 10年ぶりに輝いた
山本さんは「良い親牛に恵まれ、健康に成長してくれた。
自分のお気に入りの牛」とうれしそうに話していました。
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I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H21（2009）.10.8

ご
案
内

広報しんおんせん（10月号）

平成 21 年度新温泉町恒久平和祈念式のご案内

今年度も「新温泉町恒久平和祈念式（戦没者を追悼し、
恒久平和を求めて）」を次のとおり開催します。戦没
者ご遺族の方をはじめ、広く町民の皆さまのご参加を
お待ちしております。

◇と　き　11月 11日（水）
　　　　　午前９時 30分～ 11時 30分

◇ところ　夢ホール
※当日は送迎バスを用意しますのでご利用ください

【事前申込は不要です（一部地域を除く）】。なお、

送迎バスの集合場所・時間等については、10月 22

日発行の広報紙面でお知らせします。

―問い合わせ―
福祉課　福祉係

℡（０７９６）８２‐５６２０

　

 

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

図
書
館
開
館
15
周
年
記
念
展

「
本
の
世
界
」
の
ご
案
内

▼
と
き　

10
月
10
日（
土
）～
21
日（
水
）

▼
と
こ
ろ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

▼
内
容　

図
書
館
の
特
設
コ
ー
ナ
ー
を

飾
っ
て
き
た
、
季
節
を
彩
る
か
わ
い

い
絵
本
か
ら
古
典
の
源
氏
物
語
、
ポ

エ
ム
に
い
た
る
ま
で
の
多
種
多
様
な

本
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
立
体

的
に
仕
上
げ
た
オ
ブ
ジ
ェ
作
品
と
そ

れ
に
関
す
る
本
を
展
示
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０

　

 

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

「
三
谷
蘭
雪
と
こ
ど
も
達
の

書
道
展
」
の
ご
案
内

▼
と
き　

10
月
10
日（
土
）～
24
日（
土
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　
（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

※
毎
週
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

休
館

▼
と
こ
ろ

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

三
谷
蘭
雪
さ
ん
（
新
温
泉
町

前
在
住
）
の
作
品
と
こ
ど
も
達
の
作

品
を
展
示

▼
展
示
数　

約
40
点

▼
入
場
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
７
９
６
）
93
‐
０
８
８
８

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

開
館
15
周
年
記
念
講
演
会

　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館
開
館
15
周

年
を
記
念
し
、
本
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る

作
家
、
藤
原
咲
子
氏
を
お
招
き
し
記
念

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。講
演
で
は
父
、

新
田
次
郎
さ
ん
、
母
、
藤
原
て
い
さ
ん
、

及
び
「
孤
高
の
人
」
に
つ
い
て
な
ど
お

話
し
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
ご
聴

講
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

11
月
1
日
（
日
）

　

午
後
1
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

▼
講
師　

藤
原
咲
子
氏
（
作
家
）

　

著
書
：
父
へ
の
恋
文―

新
田
次
郎
の

娘
に
生
ま
れ
て―

　

他

▼
主
催　

新
温
泉
町
、
新
温
泉
町
教
育

委
員
会

▼
共
催　

加
藤
文
太
郎
を
語
る
会
、
但

馬
浜
坂
ふ
る
さ
と
塾

▼
問
い
合
わ
せ

　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
２
５
１
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新
温
泉
町
中
小
企
業
緊
急
雇
用 

調
整
補
助
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

不
況
に
よ
り
、
や
む
な
く
事
業
規
模

を
縮
小
し
た
事
業
所
で
、
従
業
員
の
雇

用
維
持
に
努
め
て
い
る
事
業
主
を
対
象

に
、
休
業
手
当
の
一
割
相
当
の
補
助
金

が
交
付
さ
れ
ま
す
。
売
上
高
ま
た
は
生

産
量
が
前
年
同
期
と
比
較
し
て
減
少
し

て
い
る
事
業
所
で
、
労
働
者
を
一
時
的

に
休
業
ま
た
は
、
教
育
訓
練
を
行
っ
た

場
合
に
厚
生
労
働
省
か
ら
支
給
さ
れ
る

中
小
企
業
雇
用
安
定
助
成
金
を
受
け
て

い
る
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
町
が
財

政
支
援
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象　

町
内
に
事
業
所
を
有
し
、
１

年
以
上
の
事
業
実
績
を
有
す
る
者

▼
条
件　

平
成
21
年
４
月
以
降
に
、
厚

生
労
働
省
（
兵
庫
労
働
局
）
か
ら
中

小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金
の
交

付
を
受
け
て
い
る
こ
と

▼
補
助
金
額　

中
小
企
業
緊
急
雇
用
安

定
助
成
金
の
12
・
５
％

▼
支
給
限
度　

中
小
企
業
緊
急
雇
用
安

定
助
成
金
の
支
給
日
数　

60
日
相
当

▼
必
要
書
類　

雇
用
安
定
助
成
金
交
付

申
請
書
及
び
添
付
書
類
、
助
成
金
交

付
決
定
通
知
（
写
し
）、
町
税
の
納

税
証
明
書
等

※
町
の
補
助
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

厚
生
労
働
省
の
中
小
企
業
緊
急
雇
用

安
定
助
成
金
の
交
付
を
受
け
て
い
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
助
成
金
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

▼
厚
生
労
働
省
兵
庫
労
働
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w.hyougo-roudoukyoku.

go.jp/

▼
問
い
合
わ
せ

　

役
場
商
工
観
光
課　

商
工
労
政
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
５

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
岡

　

℡
（
０
７
９
６
）
23
‐
３
１
０
１

新
温
泉
町
中
小
企
業
振
興
資
金

融
資
信
用
保
証
料
補
助
金

　

新
温
泉
町
の
中
小
企
業
資
金
融
資
制

度
を
利
用
す
る
事
業
者
が
、
融
資
を
受

け
る
際
に
兵
庫
県
信
用
保
証
協
会
の
保

証
を
付
け
た
場
合
、
信
用
保
証
料
の
一

部
が
町
か
ら
補
助
金
交
付
さ
れ
ま
す
。

町
融
資
制
度
に
信
用
保
証
を
付
け
た
場

合
、
万
一
の
と
き
の
リ
ス
ク
が
軽
減
さ

れ
安
心
で
す
。
運
転･

設
備
資
金
に
有

利
な
町
融
資
制
度
と
信
用
保
証
料
補
助

金
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

４
月
以
降
に
兵
庫
県
信
用
保

証
協
会
の
信
用
保
証
を
付
け
て
、
町

融
資
制
度
の
融
資
を
受
け
て
い
る
方

▼
対
象
期
間　

平
成
21
年
４
月
～
平
成

22
年
３
月
末
ま
で
の
融
資
実
行
に
伴

う
も
の

▼
補
助
金
額　

兵
庫
県
信
用
保
証
協

会
に
支
払
っ
た
信
用
保
証
料
（
上
限

５
万
円
）

▼
申
請
方
法　

補
助
金
申
請
書
に
信
用

保
証
料
の
領
収
書
を
添
付
し
て
商
工

観
光
課
又
は
温
泉
総
合
支
所
振
興
課

へ
提
出
し
て
下
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ

　

役
場
商
工
観
光
課　

商
工
労
政
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
５

　

温
泉
総
合
支
所　

振
興
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１

兵
庫
県
管
理
道
路
の 

豪
雨
時
通
行
止
に
つ
い
て

　

最
近
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
り
大
き
な

土
砂
崩
れ
が
発
生
し
、
通
行
す
る
車
に

被
害
を
与
え
生
命
に
影
響
を
及
ぼ
す
事

故
が
起
き
て
い
ま
す
。
兵
庫
県
で
は
、

道
路
を
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ま
の
生
命
を

お
知
ら
せ

守
る
た
め
、
雨
量
が
一
定
量
を
超
え
た

場
合
、
道
路
を
通
行
止
め
に
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
別
途
配
布
し
て
い
ま
す

「
県
管
理
道
路
の
豪
雨
時
通
行
止
に
つ

い
て
（
お
知
ら
せ
）」
を
ご
覧
下
さ
い
。

皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

新
温
泉
土
木
事
務
所　

道
路
保
全
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
４
１

10 月から役場窓口の終業時間が変更になりました
　平成 20 年の人事院勧告に伴う条例改正により、職員の勤
務時間が変更されたことに伴い、10 月 1 日から平日の役場
及び温泉総合支所の各窓口の終業時間が次のとおり変わりま
した。町民の皆さまにはご迷惑をお掛けしますがご理解ご協
力をお願いします。
◇変更前　午前 8時 30分～午後 5時 30分
◇変更後　午前 8時 30分～午後 5時 15分
　　　　　※ 15分短縮になりました
　なお、役場・町民課ではこれまでどおり、毎週火曜日の午後
７時まで、住民票などの各種証明書の交付を行います。

◇問い合わせ　総務課　人事係　℡（0796）82 ‐ 3111
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民
放
テ
レ
ビ
浜
坂
中
継
局
の
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
が
始
ま
り
ま
す

▼
放
送
事
業
者

◇
毎
日
放
送
（
チ
ャ
ン
ネ
ル
４
）

◇
朝
日
放
送
（
チ
ャ
ン
ネ
ル
６
）

◇
関
西
テ
レ
ビ
放
送（
チ
ャ
ン
ネ
ル
８
）

◇
讀
賣
テ
レ
ビ
放
送
（
チ
ャ
ン
ネ
ル
10
）

◇
サ
ン
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン（
チ
ャ
ン
ネ
ル
３
）

▼
開
局
予
定
日

　

11
月
１
日
（
日
）

▼
試
験
放
送
開
始
日

　

９
月
18
日
（
金
）

※
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
、
平
成
21
年
８
月
に
開
局

済
で
す
。

▼
試
験
放
送

　

開
局
に
先
立
ち
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
の
受
信
に
必
要
な
信
号
を
付
加
し

て
、一
般
の
ご
家
庭
で
受
信
可
能
な「
地

上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
と
同
一
番
組
」
の
試

験
放
送
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
試
験
放

送
の
た
め
、
臨
時
に
停
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
）

▼
試
験
放
送
に
よ
る
影
響

　

デ
ジ
タ
ル
試
験
放
送
の
開
始
に
よ

り
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、
現
在
の
ア
ナ

ロ
グ
放
送
の
画
面
が
見
づ
ら
く
な
る
な

ど
の
影
響
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
社
団
法
人
電
波

産
業
会　

受
信
対
策
セ
ン
タ
ー
（
兵
庫

地
域
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

℡
０
１
２
０
‐
２
６
８
‐
５
２
２

注
1　

エ
リ
ア
は
、
電
波
法
令
に
規
定

す
る
「
放
送
区
域
」
を
表
し
て
お
り
、

地
上
10
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
で
、
送
信

所
か
ら
の
放
送
波
の
電
界
強
度
が
毎

メ
ー
ト
ル
1
ミ
リ
ボ
ル
ト
以
上
得
ら

れ
る
区
域
と
し
て
算
出
さ
れ
た
も
の

で
す
。 

注
2　

エ
リ
ア
内
で
あ
っ
て
も
、
地
形

や
ビ
ル
陰
等
に
よ
り
電
波
が
遮
ら
れ

る
場
合
な
ど
、
視
聴
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

▼
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
対
応
は
お

早
め
に

　

現
在
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
地
上
ア
ナ

ロ
グ
放
送
は
、
２
０
１
１
年
（
平
成
23

年
）
７
月
ま
で
並
行
し
て
放
送
さ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
電
波
の
弱
い
所
で
は
、

ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
見
ら
れ
て
も
デ
ジ
タ

ル
放
送
は
見
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
戸
別
ア
ン
テ
ナ
で
直
接
受
信
し
て

い
る
ご
家
庭
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
が

受
信
で
き
る
か
早
め
に
確
認
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

万
一
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
受
信
で
き

な
い
場
合
は
、
役
場
企
画
課
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
夢
ネ
ッ
ト
の
デ
ジ
タ
ル
化

　

温
泉
地
域
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
夢

ネ
ッ
ト
は
、
今
年
度
中
に
地
上
テ
レ
ビ

放
送
と
自
主
放
送
を
デ
ジ
タ
ル
対
応
す

る
予
定
で
す
。

▼
悪
質
商
法
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

こ
れ
ま
で
に
も
広
報
で
お
知
ら
せ
し

て
い
る
と
お
り
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
便

乗
し
た
悪
質
商
法
が
、
総
務
省
そ
の
他

の
関
係
機
関
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の
受
信
に

関
し
て
、
疑
わ
し
い
工
事
の
勧
誘
を
受

け
た
場
合
や
身
に
覚
え
の
な
い
工
事
代

金
の
請
求
を
受
け
た
場
合
に
は
、
す
ぐ

に
支
払
わ
ず
、
警
察
署
、
ま
た
は
役
場

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

企
画
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
の

た
め
の
支
援
に
つ
い
て

　

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
移
行
す
る
こ
と
が

難
し
い
世
帯
に
、
簡
易
な
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
対
応
チ
ュ
ー
ナ
ー
（
以
下
、
簡

易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
）
の
無
償
給
付
な
ど

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

▼
支
援
の
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
放
送
受
信
料
の
全
額
免
除
を
受
け
て

い
る
世
帯
で
す
。

①
生
活
保
護
な
ど
の
公
的
扶
助
を
受
け

て
い
る
世
帯

②
障
害
者
が
い
る
世
帯
で
、
か
つ
世
帯

全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税
の
世
帯

③
社
会
福
祉
事
業
施
設
に
入
所
さ
れ
て

い
る
方

※
す
で
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
ご
覧

に
な
れ
る
世
帯
は
、
支
援
を
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
（
共
同
受
信
施
設
な
ど
で

平
成
21
年
４
月
以
降
に
工
事
を
行
っ

た
場
合
に
は
、
支
援
の
対
象
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

▼
支
援
の
内
容

①
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無
償
給
付

②
ア
ン
テ
ナ
工
事
な
ど
が
必
要
な
場

合
、
無
償
に
よ
る
工
事
等
の
実
施

浜坂中継局

▼浜坂中継局受信エリア
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▼
支
援
受
付
期
間

　

平
成
21
年
10
月
１
日
～
平
成
23
年
７

月
（
ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
ま
で
）

※
た
だ
し
、
平
成
21
年
度
分
の
受
付
は

「
平
成
21
年
12
月
28
日（
消
印
有
効
）」

ま
で
で
す
。
申
込
書
は
、
役
場
福
祉

課
ま
た
は
温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
す
こ
や
か
～
に
」
窓
口
に
用
意
し

て
い
ま
す
。

※
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
始
ま
っ
て
い

な
い
地
域
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

開
始
後
に
支
援
を
行
う
こ
と
と
な
り

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

総
務
省　

地
デ
ジ

チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
５
７
０
‐
０
３
３
８
４
０

健
康
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
愛
の
献
血
」
の
実
施
に
つ
い
て

　

献
血
は
、
か
け
が
え
の
な
い
命
を
救

う
贈
り
物
で
す
。
皆
さ
ん
の
積
極
的
な

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
㈱
ナ
カ
ケ
ー
会
場
】

▼
と
き　

10
月
23
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

【
フ
ジ
コ
ン
食
品
㈱
会
場
】

▼
と
き　

10
月
23
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
対
象　

18
～
69
歳
の
方

※
献
血
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い

※
保
険
証
や
運
転
免
許
証
な
ど
身
分
証

明
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

「
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月
間
」

　

骨
髄
移
植
は
白
血
病
や
重
症
再
生
不

良
性
貧
血
等
の
血
液
疾
患
に
有
効
な
治

療
法
で
す
。
こ
の
た
め
骨
髄
移
植
の
推

進
を
図
る
た
め
「
骨
髄
バ
ン
ク
事
業
」

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
実
施
期
間　

平
成
21
年
10
月
１
日
～

31
日
ま
で
の
１
ヵ
月
間

「
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用

防
止
運
動
」

　

麻
薬
、覚
せ
い
剤
、大
麻
、シ
ン
ナ
ー

な
ど
の
薬
物
乱
用
は
、
乱
用
者
個
人
の

健
康
上
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
各
種

の
犯
罪
を
誘
発
す
る
な
ど
、
計
り
知
れ

な
い
危
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
兵
庫
県

で
は
、「
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止

運
動
」
を
実
施
し
、
麻
薬
・
覚
せ
い
剤

等
薬
物
乱
用
の
恐
ろ
し
さ
を
広
く
県
民

に
周
知
し
、
一
人
一
人
の
薬
物
乱
用
防

止
意
識
を
高
め
、
麻
薬
、
覚
せ
い
剤
等

の
薬
物
乱
用
を
根
絶
を
め
ざ
し
ま
す
。

▼
実
施
期
間　

平
成
21
年
10
月
１
日
～

11
月
30
日
の
２
ヵ
月
間

「
薬
と
健
康
の
週
間
」

　

医
薬
品
、
薬
剤
師
の
役
割
に
関
す
る

正
し
い
認
識
を
広
く
国
民
に
浸
透
さ
せ

る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

▼
実
施
期
間　

平
成
21
年
10
月
17
日
～

23
日
ま
で
の
１
週
間

・ 

自
分
の
使
用
す
る
薬
の
記
録
を
持
ち

ま
し
ょ
う

・ 

薬
は
説
明
書
を
読
み
、
薬
は
正
し
く

使
い
ま
し
ょ
う

・ 

薬
に
つ
い
て
の
相
談
は
、
医
師
、
薬

剤
師
等
専
門
家
に

―

問
い
合
わ
せ―

　

健
康
課　

健
康
推
進
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
99
‐
２
９
４
０

あ
な
た
も
里
親
に
な
り

ま
せ
ん
か

　

子
ど
も
た
ち
を
家
族
の
一
員
と
し
て

温
か
く
迎
え
入
れ
、
深
い
愛
情
と
正

し
い
理
解
を
も
っ
て
育
て
て
く
だ
さ
る

「
里
親
」
を
求
め
て
い
ま
す
。

▼
里
親
の
種
類
は
？

　
「
養
育
里
親
」「
養
子
縁
組
里
親
」「
親

族
里
親
」「
専
門
里
親
」
が
あ
り
ま
す
。

▼
里
親
に
な
る
に
は
？

　

事
前
に
研
修
の
受
講
お
よ
び
登
録
申

請
を
行
い
、
知
事
か
ら
の
認
定
を
受
け

里
親
登
録
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な

お
、
里
親
制
度
は
、
児
童
福
祉
法
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
里
親
に
支
給
さ
れ
る
費
用
は
？

　

里
親
に
は
、
国
で
定
め
ら
れ
て
い
る

基
準
に
よ
り
、
里
親
手
当
、
生
活
費
、

学
校
教
育
費
、
子
ど
も
の
医
療
費
な
ど

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

豊
岡
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
４
３
１
４

夢ネット・インターネット体験広場を開催

◇と 　 き　　10月 22日（木）午前 10時～
◇と こ ろ　　町民センター　第 3会議室
◇参 加 料　　無料
◇募集人員　　10名（定員になり次第締め切り）
　　　　　　　※パソコンは主催者で用意します

―問い合わせ―
ケーブルテレビ事業室

℡（０７９６）９９‐２０８０
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上
山
高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

か
ら
の
お
知
ら
せ

秋
の
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
〈
ス
ス
キ
た
な

び
く
高
原
で
上
山
の
秋
を
満
喫
！
〉

　

待
ち
に
待
っ
た
実
り
の
秋
！
復
元
作

業
の
成
果
で
高
原
に
は
ス
ス
キ
が
ず
い

ぶ
ん
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
も
爽
や

か
な
秋
風
の
も
と
、
銀
色
に
輝
く
ス
ス

キ
の
中
で
心
地
よ
い
汗
を
流
し
に
来
て

く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

10
月
17
日
（
土
）、18
日
（
日
）

▼
と
こ
ろ　

上
山
高
原

▼
主
催　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
上
山

高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

▼
参
加
費　

１
日　

大
人
２
千
円
、
小

中
学
生
１
千
円

▼
持
ち
物　

軍
手
、
雨
具
、
長
靴
、
着

替
え

▼
募
集
人
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

扇
ノ
山
紅
葉
登
山

　

扇
ノ
山
で
は
、
豪
雪
で
ブ
ナ
の
幹
肌

は
灰
白
色
に
磨
か
れ
、
黄
茶
色
の
落
ち

葉
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
美
し
く
、
ブ

ナ
林
な
ら
で
は
の
秋
を
演
出
し
て
く
れ

ま
す
。

▼
と
き　

10
月
25
日
（
日
）

▼
と
こ
ろ　

扇
ノ
山

▼
主
催　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
上
山

高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

▼
参
加
費　

大
人
１
５
０
０
円
、
小
中

学
生
８
０
０
円

▼
参
加
対
象　

小
学
校
３
年
生
以
上

※
小
学
生
の
場
合
は
保
護
者
同
伴

▼
持
ち
物　

弁
当
、
雨
具

▼
募
集
人
員　

40
人
（
先
着
順
）

―
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ―

　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
99
‐
４
６
０
０

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
巡
り
・
秋
の
林
道

紅
葉
と
街
角
散
策
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

　

新
温
泉
町
が
発
足
し
て
４
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。
知
っ
て
い
る
よ
う
で
、
ま
だ

ま
だ
知
ら
な
い
自
分
た
ち
の
町
。
ふ
る

さ
と
の
お
宝
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会

と
な
る
よ
う
「
町
民
交
流
バ
ス
」
を
計

画
し
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
、「
町
民

交
流
バ
ス
」
に
乗
っ
て
、
一
日
の
ん
び

り
自
分
の
住
む
町
を
探
索
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

▼
と
き　

10
月
25
日（
日
）、31
日（
土
）、

11
月
４
日
（
水
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

▼
行
程　

温
泉
総
合
支
所
→
新
温
泉
町

役
場
→
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
→

但
馬
海
岸
遊
覧
船
→
浜
坂
先
人
記
念

館
「
以
命
亭
」
→
あ
じ
わ
ら
小
径
→

上
山
高
原
「
ふ
る
さ
と
館
」
→
林
道

「
中
辻
肥
前
畑
線
」
→
但
馬
牧
場
公

園
→
清
正
公
園
→
荒
湯
周
辺
散
策
→

温
泉
総
合
支
所
→
新
温
泉
町
役
場

▼
対
象　

町
内
在
住
の
方

▼
募
集
人
員　

各
日
35
人
（
先
着
順
）

▼
募
集
期
限　

10
月
20
日
（
火
）

▼
参
加
費　

大
人
１
３
０
０
円
、
小
人

１
千
円
（
遊
覧
船
・
リ
フ
ト
）

※
昼
食
・
飲
物
は
各
自
で
ご
準
備
く
だ

さ
い
。（
弁
当
を
希
望
の
方
は
事
前

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課　

地
域
振
興
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
５

「
第
19
回
上
山
霧
ヶ
滝
も
み

じ
マ
ラ
ソ
ン
」
参
加
者
募
集

　

ご
家
族
や
お
友
達
同
士
で
気
軽
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
、毎
年
恒
例
の「
上

山
霧
ヶ
滝
も
み
じ
マ
ラ
ソ
ン
」
開
催
し

ま
す
。
今
回
は
、
11
月
15
日
に
竣
工
を

迎
え
る
「
石
橋
・
青
下
バ
イ
パ
ス
」
を

舞
台
に
競
技
を
行
い
ま
す
。
さ
わ
や
か

な
秋
空
の
下
、
み
な
さ
ん
も
汗
を
流
し

ま
せ
ん
か
？

▼
と
き　

11
月
１
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　

青
下
公
民
館
集
合

▼
主
催　

上
山
霧
ヶ
滝
も
み
じ

　
　
　
　
　
　

マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会

▼
コ
ー
ス
・
部
門　

ラ
ン
ラ
ン
10
分

の
１
マ
ラ
ソ
ン
青
下
～
霧
ヶ
滝
間

（
４
・
２
１
９
５
㎞
）

　

小
学
校
低
学
年
、
小
学
校
高
学
年
、

中
学
生
以
上
～
39
歳
、
40
歳
以
上
の

部
そ
れ
ぞ
れ
男
女
別

※
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
の
参
加
も
可

▼
参
加
料　

小
学
生
以
下
１
千
円
、
中

学
生
１
５
０
０
円
、
高
校
生
以
上

２
千
円

※
参
加
者
に
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ

ツ
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
ほ
か
、
天

然
き
の
こ
汁
、
地
元
米
の
お
に
ぎ
り

が
振
る
舞
わ
れ
ま
す
。

▼
募
集
期
限　

10
月
16
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
99
‐
４
６
０
０

募　

集
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「
和
紙
折
り
紙
教
室
」 

参
加
者
募
集

▼
と
き　

11
月
７
日
（
土
）、14
日
（
土
）

※
２
日
間
コ
ー
ス
、
両
日
と
も
午
後
１

時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

日
本
折
紙
協
会
講
師
の
松
森

君
代
さ
ん
（
浜
坂
在
住
）
に
よ
る
初

心
者
向
け
の
折
り
紙
教
室
で
す
。
光

触
媒
の
和
紙
を
使
っ
た
「
ポ
イ
ン
セ

チ
ア
」
を
つ
く
り
ま
す
。
ク
リ
ス
マ

ス
の
お
部
屋
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
や
プ

レ
ゼ
ン
ト
に
ど
う
ぞ

▼
参
加
費　

８
０
０
円（
材
料
費
の
み
）

▼
持
参
す
る
も
の　

筆
記
用
具
、
は
さ

み
、
15
㎝
定
規
、
木
工
用
ボ
ン
ド

▼
募
集
人
数　

15
人
（
先
着
順
）

▼
募
集
期
限　

10
月
23
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
７
９
６
）
93
‐
０
８
８
８

但
馬
地
区
精
神
保
健
福
祉

研
修
会
参
加
者
募
集

　

精
神
に
障
害
の
あ
る
方
が
地
域
で
自

分
ら
し
く
生
活
で
き
る
た
め
に
、
家
族

や
関
係
者
の
理
解
を
深
め
、
と
も
に
考

え
る
研
修
会
で
す
。
ど
な
た
で
も
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

11
月
５
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

▼
と
こ
ろ　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
７
階

　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｊ
Ｒ
豊
岡
駅
前
）

▼
主
催　

㈳
兵
庫
県
精
神
障
害
者
家
族

連
合
会
、
但
馬
地
区
精
神
保
健
福
祉

研
修
会
実
行
委
員
会
、
兵
庫
県

▼
後
援　

豊
岡
市
、
養
父
市
、
朝
来
市
、

香
美
町
、
新
温
泉
町

▼
テ
ー
マ　
「
笑
っ
て
ま
っ
す
ぐ　

自

分
ら
し
く
進
み
た
い　

～
あ
た
り
ま

え
の
生
活
を
求
め
て
～
」

▼
内
容

◇
講
演
「
調
子
の
悪
い
時
に
考
え
が
ち

に
な
る
こ
と
と
、
行
動
の
仕
方
と
の

上
手
な
付
き
合
い
方
」

◇
講
師　

大
森
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長　

大

森 

和
広　

氏

▼
参
加
費　

無
料

▼
募
集
期
限　

10
月
23
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所
地
域
保
健
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
６
２

－こんな事はございませんか？－＼（☆ｏ☆）／　　
買って帰りたいのにかさばって困った。気付いたら切れているも
のがある。買いたくても重くて買いに行けない。こんなとき、私
ども「買い物代行サービス」をご利用ください。新温泉町で購入
できる商品でしたら、ご希望の物を何でもいくつでも、１回 800
円～でお届け致します。その他、大工等さまざまな技術を取得し
ているスタッフがそろっておりますので、日曜大工等人手が欲し
いときには、気軽にご相談ください。ご自宅までお伺いし、ご説明いたします。（お見積無料）
◆お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障㈲　生活サポートシステム　℡（０７９６）８２ ‐ ２８９６

【広告】

第
４
回
新
温
泉
町
駅
伝
競
走

大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

▼
と
き　

11
月
１
日
（
日
）

　

午
前
８
時
20
分
～

▼
と
こ
ろ

　

浜
坂
北
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
主
催　

新
温
泉
町
体
育
協
会

▼
部
門
・
コ
ー
ス

◇
男
子
の
部
（
６
区
間
）

・
地
区
の
部
（
町
内
在
住
の
方
）

・
事
業
所
の
部
（
町
内
事
業
所
に
勤
務

す
る
方
）

・
オ
ー
プ
ン
（
前
述
以
外
の
チ
ー
ム
）

・
中
高
生
の
部

◇
女
子
の
部
（
５
区
間
）

・
一
般
女
子
の
部
（
町
内
在
住
、
在
勤

の
方
）

・
中
高
生
の
部

◇
小
学
生
の
部
（
４
区
間
）

・
男
子
の
部
（
同
一
校
の
児
童
）

・
女
子
の
部
（
同
一
校
の
児
童
）

▼
参
加
費　

１
チ
ー
ム　

３
千
円
（
傷

害
保
険
料
を
含
む
）

※
小
・
中
・
高
校
生
は
無
料

▼
募
集
期
限　

10
月
20
日
（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

新
温
泉
町
体
育
協
会
事
務
局

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
５
１
２




